
数学Ⅰ 学習指導案 

学年・組 １年６組 教室 １の６教室 日時 
６月 14 日(火)

２限目 
指導者  

単 元 ２章 方程式と不等式 
教科書 

(出版社) 

新編 数学Ⅰ 

（東京書籍） 

指

導

計

画 

１節 １次不等式 

 １ 不等式の性質・・・・・・・・・・・１時間 

２ １次不等式・・・・・・・・・・・・３時間 

３ １次不等式の応用・・・・・・・・・２時間 

２節 ２次方程式 

 １ ２次方程式の解法・・・・・・・・・１時間 

 ２ 解の公式・・・・・・・・・・・・・２時間 

 ３ ２次方程式の実数解の個数・・・・・１時間（本時はその１時間目） 

 ４ ２次方程式の応用・・・・・・・・・２時間 

主 題 ２次方程式の実数解の個数 

前時の 

課 題 

課題プリントの問題を解いてくる。 

 

本時の 

目 標 
 解の公式の根号内の値 に着目し，その符号を調べることで実数解の個数がわかると

いうことを理解させる。 

acb 42 −

学  習  活  動 
時間

(分)
指導上の留意事項 評価の方法・規準等 

導入 １ 課題の解答をしながら，２次方程

式の実数解の個数について考える。

 

２ 本時の学習内容を確認する。 

７ ・解の公式が確実に使え

たかを確認させる。 

 

・公式が定着している 

か。   (知識・理解) 

 

 

展開 １ ２次方程式の実数解の個数の判別

方法についてまとめる。 

 

 

  
２ 例５の解説を聞く。 

 

 

 

３ 問６を解き，理解を深める。 

 

 

 

 
４ 例題３の解説を聞く。 

 

 

５ 問７を解き，理解を深める。 

１０

 

 

 

 
５

 

 

 

８

 

 

 

 

５

 

 

１０

 

・個数により，解の公式

の根号内の値

の符号が異なっている

ことを確認させる。 

acb 42 −

  

・ ，b ， に当たる数を

確認し，計算させる。 

a c

 

 

・ の値の符号が

正しく判断できている

か確認させる。 

acb 42 −

 

 

・ ，b ， に当たる数を

しっかり確認させる。 

a c

 

・机間指導をし，生徒

の 理 解 度 を 把 握 す

る。 

・ の値の符号

の違いに気付くこと

ができるか。 

acb 42 −

(数学的な見方・考え方)

 

・積極的に問題に取り

組めているか。 

    (関心・意欲・態度)

 

・問題の解法手順を正

しく理解できている

か。    (表現・処理) 

  
・既知の内容を積極的

に活用することがで

きるか。 

(数学的な見方・考え方)

 

指

導

過

程 

整理 １ 本時のまとめと整理を行う。 

 

２ 次時の学習内容を確認する。 

５ ・ の値の符号

と実数解の個数の関

係を確認する。 

acb 42 − ・本時の学習内容を理

解できたか。 

  (知識・理解)

備考 
情報ビジネス科  生徒数 ４０名 （男子１２名，女子２８名） 

 




